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教育的・美術的造形における
（rS＋rP＋OiP）＋0日こついて
大　森　信　比　古※
（1）サマリー
少女の肉体，（たゞし上半身一上向きの場合－・Theupwardbust）が，日にすけたぶどうの房に，
見えたことがある。今も，そう見えることが，しばしばである。少女の肉体を表わそうとするならば，
二基本的幾何学的形体群（Prism・PyraInid）に基づいて，かたちづくることが便利である。石けん材
料は半透明なので，それにあだかも，呼応するが如きである。
－単元を立案しようとするときは，何かの物質材軋たとえば，硬い目・軟らか目の別を問わず，粘
土を用いて，セJL／ブス　フ7クチュアーブヲクテイス（SelvesFacture－Practice）を遥ぶと，意味深
大である。
単元案（Aprojectwith any groupof thingsConsiderdasa caurSeOfinstruction）設定以
前の心境は，複雑である。
この言語的表現の根拠は，昭和34・5・6年における，京都女子太　ディレクテイッドガイダソスータ
ーミネーシアン蠣メモによる。
（2）－単元案の立案以前，の心境
私は，ぶどうが好きである。非常に好きである　＜ぶどうが好き＞といえば，食べることの好きとま
ず受けとられてしまう。
それは，舌の味ではなく∴眼の味である。
第一は，こはく色の光が，私の眼の膜を突く。その光の矢は，一粒の楕球体のコソツア（Contour－
立体形の輪廓繰）をすかしてでなく，アッセソプリッ汐としてのコソツアをとおす，いくつもの光の矢
である。
＜皮の裏側に秘めた　うまい汁と，そう，たしかに，うまいその汁には，少々邪魔になるにょろんに
ょろん　のかたまり　の，構造と造形＞ともいえる論理に関して，つまり，ころがす　みどりの玉から，
私は，構造的組織的なディゲインに心を奪われるのである。第一，その甘い汁は，断片的にしか味わえ
ないし，そうかといって，クエーサーにかけようものなら，バーバリックな，あく　まで含有されてし
まうから問題にならない。
マスカッTTプアレキサンドリヤ（MueCut Ofalexandriaの大粒でさえも，せっかちな私には，ひ
とりばっちで，やることがなくて困るようなときで，一粒一札舌で味わいたい　という，それだけの，
特別の気持が生じないかぎりにおいて，とうてい満足できる相手ではない。だが，眼でみる味は好きで
ある。
さて，好き　と，うまいは別である。
詳美術担当
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しっかりした，うすいカブスール（Capsule）を，舌の上でころがしながら大きさを楽しみながら，
つぶすと，甘くてすっぱい独得な汐ユースがでる。いったい，汐ユースは，果物又は野菜に限らないで，
動物でも人間でも，身体の液体すなわち，Theliquidpart of auimalandhumaht）Odiesを，もち
あわせてるものだと思った。
一粒，ころがして圧しつぶす。また，一粒，ころがしで…‥。甘みに浸るや香や，にょろんにょろんか
急いで吐きだす。また，一粒，すっぱい。繰り返えすほどに，あくでのどぼとけのあたりが，えがらっ
ぼくなる。
にょろんにょろんは，たねを守るために，うまくできてるな。
人のいやがる味であって，そう，味なるが故に，だいじな　たねを，しかも，圧力を加えられても，
どうもないのだ。いわば，パッキソグのような役目を果してるということが分る。ばかりでなく，外部
からの突然の攻撃に遭遇する場合もあろう，その瞬間に，たとえ，皮が破れても，うまいジュースが散
るだけ。
にょろんにょろんバッキソグは，　どこまでも，たねを守りとおし得るという母性愛にも似た，特別
な組織を備えてることを意味する。そう考えながら，ころがしては吐きだし，ころがしては吐きだして
るあいだに，にょろんにょろんの山ができた。原始細胞を思わせる　一握異様な　別の花を，穂に　咲
かせた枝，を背景として。
観察を深めるほどに，ぶどうの　み　の設計が，実に巧妙になってるのに，私は感心させられた。
ところが，この，にょろんにょろんに似たものが，一つある。
それは，若き，女性である。上半身の部分だ。
私は今もって，女性のノ、－トは読めないが，身体のコソツアほ読める。こうだ，コソツアは。うすく
てしっかりした　アジェル（a shell）に包まれた，にょろんにょろんのかたまり。
その，かたまりの中には一つまたは二つの，小さな　硬い　＜核＞がある。
私は，若き女性を　　このように視る。　　若き女性の，上半身は。　　ぶどうの房のように，
まるくて，透明，　　しかも，ふさふさとしている。
若き女性の肉体は日にすけた，こはく色の，ぶどうの房のように，きれい。
芸術的造形，教育的造形の別なく道形の一般は，こうだ。生命なき　物質材料を相手に，生命あふれ
る　ものに仕立てる　ところに，絶対の価値をもつ。もの，すなわち，芸術的作品である。
こども教育の一般は，こうだ。こどもも，生命なき物質材料のようである。ただし，教育以前に於て
はこ　のこどもという物質材料を相手に，生命あふれるものに仕立てるところに，絶体の価値をもつ
もの，すなわち，芸術的作品にたとえられる，教育されたこどもである。
私の考えは，発展した。
芸術家の，もの（造形源）′の視方は，こうだ。
千差万別，まこと，まちまちではあるが。
一材料　一道形源　を透して，＜…‥・のような，まとまりある……だけ＞を視ようとする　点だけは，
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カマソセソス（Comm9n SenCe）である。
石けん材料を透して〔（ぶどうの房のような，まとまりある）統一だけ〕をみようとする。
〔統一〕すなわち，少女の上半身　である。
何故，上半身に鹿することができたか。
それは，すでに，一造形的作品をものしようとした瞬間において，芸術家の眼の膜に，一つの限られ
た範囲すなわち，胸像以外に，何も　みえなかったことを意味する。－みえなかった　というより，
むしろ，視ることができなかった　という方が真実に近いかも知れない。この状態を，＜勝手めくら＞
という。
いいかえると，作ろうとするものの，その領域以外が，欝一美しくみえないし，興味も漠かないので
ある。この事実は，まったく，
たとえば，いま話題にしてる，少女の場合に置きかえると，上半身以外は　不清潔な感じのみならず，
その少女の下単二凱および，背景一切のものが，汚なく，かつ，不要に直感祝されていたのにはかなら
ない。スウイ～トハ一斗（sweethalt）もなければ，妻も，こどももないというありさまである。つま
り，操返えしていうならば，＜勝手めくら＞
了になった彼の眼の膜には，少女の肉体の　上半身以外に，何もなかったのである。この境地を，昔の
人は＜天穀潔済＞とか，＜無我忘我＞あるいは，＜物心相和す＞といった。私は，＜勝手めくら＞とい
う。
芸術家の，もの（造形源）の視方は，勝手なものであるばかりでなく，人によって，いちいち，まち
まちである。
一人の芸術家でいっても，その心境は，時々刻々，変イヒするものであって，きわめて，動的である。だ
からこそ，彼，すなわち＜勝手めくら＞は，造形活動の車に　入信するや，すべてのもの（森羅万象こ
とごとく）から，断絶することができて，ぶどうの房のような少女の上半身像を，専心，かたちづくろ
うと決心することができるのであるが，彼，すなわち，造形家も，浮世の雑事に囚われる場合がある＿
し，予期せずして，望ましくない方向転換をしてしまう事さえあるし，苦しむこと，枚挙にいとまない
位である。この点からすると，芸術家は，人知れず環境設定に戸惑いしたり，既存環境に或る程度安堵
しようと諦めないかぎりにおいて，とうてい，もの　が完成しないという＜癖（へき）＞をもつ。彼ら
は，＜……のような，まとまりある……だけを見た＞という，その＜……のような＞すなわち，ぶどう
の房のような＞＜・…‥だけ＞を，すなわち，＜ぶどうの房のような少女の統一だけ＞を‥思いつづける
＜視覚＞覚以外に，何もないのだからこそ，作ろうと材料を手にするや，－笠，また一撃，かたちづく
ってくほどに，時間的経過を加えて，みなもと，すなわち，＜ぶどうの房のような少女の上半身像の統
一＞は，いつかその追求像に変ってく場合も当然あるし，（これは純想像的造形法）視ながら作ってく，
（これは，純写実的造形法）という場合もありうるのである。
造形方法の一般は，つまり，こうである。
ディザイソ的活動を基盤として，内部の構造的組織的なものを採見しながら，外部に及ぼしてく方法
く内部的探見）と，逆に，内部をほとんど無視して，コソツアだけを洞察してく方法（外部的洞察）の二つが，
造形法の一般からいえば，存在するわけである。そして，この壌合，前者を探見，後者を洞察，という
ものの，いずれ，みなもとから　みつけだそうと眼を活躍させてのことであるから，一度や二度で，進
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形物になるものでもなく，まして，芸術的作品と名づけられる段階に至るまでには，なみたいていなし
ごとでないばかりでなく，東にはその芸術的造形品は，初学者に対して，如何にも作ってみたくなるよ
うな，＜容易的擬装＞をも含ぬるものでなければならない。容易的擬装　それは，教育美術的造形物に
なくてはならない重要な要締　一つである。いいかえればこのことは，こうだ。容易的東嶺的性格を兼
ねそなえた　見本でなければならないかぎりにおいて，なみたいていな栄や術ではないのである。
ディザイソ感覚力に，ものをいわせて，コソツアに目をとめた，新奇な造形方法の中に，こういうの
がある。
一枚の紙上に展開図を措く。その展開図は，音からあった円錐体のそれだとか，球のそれであるとか，
または，立方体のそれであるとか，さては，円環のそれであるとか，いうのでなくて，前述の，外廊す
なわちコソツアだけの探見洞察，もちろん，現実にみえる造形源があっての，なみたいていのしごとで
はないのであるが，＜勝手めくら＞になって，はじめてできる，そういうものである。つまり，立体の
造形物をかたちづくるのに，便利にした，きりひらいた一つの平面形としての＜図＞である。誰でも知
ってる円錐体・球・立方体などのその展開図を基盤としての，ディザイソ的活動は，このァプランに，
眼をつけたのである。そして，その中にフォーミュリー（Formulae），と，容易的挽熟など全部を含
めようとしたのである。
ァフォーミュラは，数多いフォーミュクーの中のその一つであって，今の教育芙術界に，抜けてる，
最大かつ最も重要なものである。学ぶものの立場からいえば，避形上の容易性が希望され，教えるもの
としては，＜馬を川のほとりにつれてくことはできても水を飲ませることができない＞の立場から，
フォーミェリーを含めたやさしい，しかも，創造的な，一つの造形的形体のプランを散りこもうという
心構えである。かくて，このような意味からして，ようように完成したのが仁次頁platelに示された
とおりの展開図である。いうまでもなく，私の創作である。
造形方法の一般からいえば，内部的洞察と外部的洞察の二つである。と私はひとまず，いったのであ
るが，こういうのもある。
同じ形の平乱または，逢う形の平面を，一枚の紙にディザイソしてから，翫1らの平面を鋏できっ
て，ことごとくセメダインで附けながら，凍み上げてく　一つの立体の造形方法もある。この方法によ
って，住宅・乗物・果物などを容易につくることができる。これは別の　ァフォーミュラを含む。これ
は，内部的洞察か，外部的洞察か，どちらかといえば，後者である。これについての詳細は別の機会に
固さねばならない。
私は，いつも　こんな　苦労と，感激をもってる。
教育者であると同時に，何々象　または，何々象でなければならない。すなわち，科学者であるか，
芸術家であるか。はたまた，襲学者など，つまり＜学＞（S血001arstbip）・＜術＞（arts）を兼ねての
教育者である。
私の　場合はこうだ。教育者でなければならない反面，芸術家でなければならない　という，いわば，
二重の性格をもつ。絵も描かなければならないし，と思えば，三重にも思えたりする。創作教科である
かぎり，と思うと，さらに，四重に思えたりすることさえある。しかし，これらのことは，たしかに苦
労ではあるが，他面，教育者であって，芸術家でなければ，と再度，自問自答するときに，感激の境域
に突入するのである。そして，－単元を構成しようと決意したそのときは，というより，
これは，－単元になりそうだ，と心中に，ひらめくものが，ありさえすれば，私は，まず，芸術的作
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晶以前の＜造形的作品の見本＞をつくる。教育を愛すればこそである。造形教育というからには，容易
的擬装を加味した創作の，一公式（aformula）を含めた見本がなければならない。でないかぎり，学
生側からすれば，迷惑だし，教師側からすれば，教育効果が上らない。美術（図画工作）教科的造形は，
ただ，作ったり，ただ，描いたりという，放任的な遊戯的な教科でもなければ，何でも決めてしまう専
制的教科でももちろんない。
造形のための見本のあり方は深大である。
＜日にすけた，ぶどうの房のような＞という感じは，少女の　上向き　一胸像のザフィーリソグ（The
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feeling）である。この感じを，或る程度表わし得たと思わ才′しる作品群は，plate2でる。この写真では，
半透明の事実が，皆無であるが，それは，やむを得ない。みる人（読者）の洞察を希望する。
plate2
左から，見取・正・側・背の各面
この作品は，7バpァプソトプ（a bar ofぅoap）
つまり，固型の石けんを材料としている。切出小刀
で削ってく。＜日にすけた，ぶどうの房のような感
じを盛りこんだ　少女の　上向き，一胸像であるが，
これを一ペんに作ろうとしても，それは，できない。
少なくとも，初学者には無理な相談である。
ザフィーリソグを省略しての，少女の上向き胸像
ならば，plate3に示す通りのものであって，初学
者にもできる。ただし，これはplatelに示した展
開図によって完成する。
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このような像を，アフォーミュラリーフィガー（aformularyIigure－公式の作品）という。
アフォーミュラリアクティブィティズは，一般に披けてる活動である。抜ける最大の原因は，指導者
が，フォーミュラリサ～ソプル（formularysample）を作らないからである。
フォーミュラリーサーソプルには，造形晶の＜核＞がある。＜骨子＞がある。＜構造＞がみえる。
単元の種類・単元上の指導目標・対こどもの発達段階・環境上の問題などによって，一作品を構成す
る造形学習の学習過程は，もちろん千差万別であるが，
フォーミュリー（Formulae）
ブイrリングズ（Feelings）
ジェスチュアズ（GestLlreS－amOVementOfthefacehand，etC，uSedbace．express a theory）
この三つは，指導上欠くことのできない要緒である。
フイ～リソグレスぺク†（Feelingrespect）にウェイトをかけすぎると，その必然的結果として，
指導者被指導者ともに，興味に溺れ，フォーミュラリレスぺクT（Formularyrespect）に，ウェイト
をかけすぎると面白くない。無味単調なアクティブィティーズに傾いてしまうであろう。前者のような
指導をする人の中には，えてして，創造教育だとか，人間教育だとか，ディザイン教育だとか，雄弁に
託する人多くして，かんじんかなめの事柄から，遠くなってる如きである。逆にまた，後者のようなフ
貞∵－ミュヲジレスぺクーに，ウェイトをかけすぎる指導者の中には，古い労作中心教育の代表ともみな
しうる木材中心，はんだ付け板金工作に脱してしまい，ついには，フィーリング指導に乏しく仁視覚創
造の方法からほ，ほど遠いものになったりしてる場合が多い。また，いずれの傾きをももたない指導者
の中には，中庸を得てるという場合は，まずなく大方は熱意のない　お祭り的，よせ集め的，バタヤ的工作
的遮形指乳またはノくタヤ的図画的造形指導をする人たちが多いといっても過言ではなかろう。
一単元立束の直前には，Lyィイグザミニソグプラクティス（Theexaminingfacture－PraCヒice）を実
施することを通常とする。この放任型授業をも，たまたま採用される。そして，私の場合の，材料は粘土
である。テーマ（tlleme）は，少女の上向き－胸像，を希望し，いやなものには，好きなものを作らせる。
（テーマの望ましい決め方は，－指導者によって，励まされ助けられて後における，そのときの集団成
員の討議と決定による，というのが定石である。それがためには，手振り身振りを加えたスイオリーを
必要とし，手続きに時間を要するので，常時というわけにいかないものである）。
粘土によるイクザミニソグプラクティズの結果は，次の通りである。
粘土の練捏法をまったく知らない人ばかり。
布片と水の用意をする人も，ほとんどない。
かたちのとれない　76％
かたちのとれる　　22％
かかちのよくとれる　2％
（芸術作品として，すなわち，フィーリソグズを添えてのくかたちのとれない＞＜とれる＞＜よくと
れる＞でなく，アフォーミュラ，やさしくいえば，通常のかたち，のかたちがとれる，とれないの程度
である）。昭和35．6．7年度の平均値から－－後鋭）
通常のかたちのとれない人たちに，共通のかたちをイラストレーンァソすれば，plate4のとおりで
ある。
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plate　4
1ユ
1　　　　　2
説明を，plate4に補なうまでもないが，
次のとおりである。左から，1は誤まりを示すための側面視象。2ほ同じく誤まりを示すための正面視
象。1と2を，対照的にみて，みる人（読者）は判断されたい。1のab線は髪の毛の誤まり，Cの位
置は高過ぎ。3は正しいを示すための側面視象。4は正しいを示す正面視象である。なお，全休的にい
って扁平であって，でくのぼうである。まだあるが省略する。
京都といえば，三大都市の一つであり，美術家・工芸家の集団都市である。福田平八郎・堂本印象・
徳岡神泉・西山翠嘩・小野竹喬・宇田荻邸・金島桂華・山口華楊・真道黎明・ナ丈どの諸氏は日本画家。
清水六和・楠部弥式・清水六兵衛・伊東陶山・米沢蘇峯・浅見隆三伊藤翠壷・森野嘉光・岡本為治・吐
光夫・井上治男・松風栄一・清水洋・久保駒太郎・勝尾膏龍洞・八木一夫・寺池陶秋・桶谷定一・河合
喜太郎・宮川三善重・汁普六・小川欣－などの諸氏，及び，私，の陶芸家。山鹿清華・岸本景春・皆川
月華・小合友之助・中村鵬生・佐野猛夫・皆川泰蔵などの諸氏は染色，または織物工芸家。この中には，
陶芸家の米沢蘇峯氏のように他界された人もあり，人の命というものは，昨日今日が分らないかぎりに
おいて，まだ死んだ人もあるかも知れないが，その代り，新鋭作家が競いてる。とにかく，このように
美術家・工芸家の多い集団都市である。さて，この環境に住む京都女子大生であるにもかかわらず，私
の眼の険にふれるかぎりにおいては，およそ，最低にも近い。この原因は，フォーミュラリ，アクティ
ブィティズの過古学習不足である。
学生の生活する場所は，すべて三つの方向，すなわち，間口と奥行と，高さをもってる。これを立体空
間という。学生の眼にふれるものの99．9％は，人工物・自然物，ことごとく占めて，立体空間利用の，立
体形の造形物である。絵画やペーパーディゲインにおける，平面空間利用の描法の，あらゆるフォーミ
ュラリレッスン・あらゆるフィーリングレッスンのた翻こも，＜量＞という単なる抽象性を知るために
も，女性であろうと，男性であろうと，このことがらだけでも知ることは，意味深大である。まして，幼
稚園なり，小学校の先生を志ざす今世期の学生であるかぎりにおいて，その意味はいよいよ深大である。
－単元　立案以前の　私の心中は，次のような雑多なうごめきに，巻かれざるを得なかった。しかも，
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毎年のことである。
このこたちが，二年（短期大学部）ないし四年（大学）後には，こどもたちの前にでるんだ。美術
（図画工作）担当のデレクイターとして，私が，単位を与えさえすれば。
芸術とは，という前に，立体形としての通常のかたちが，何故に　分らないのだろうか？絵画に於け
るフィリング指導の過剰か？（これは，これで大きな単元の一つ）そう　それもある。
それにしても，畳の指導は　これほどまでに必要なものか？美術（図画工作）教科でも，強調され
ねばならないか，否，美術教科でこそ　強訝されて　しかるべき　であろう。
フォーミュラクエレメソトの中の一つだけでも，とにかく，教えなければ，
かくて，私には，単元案の　練捏期間が与えられのたであった。
（3）一品制作のための，一単元案
本単元案は，三ケ年間，実際に使用した単元案を基握として編集したものである。したがって単元立
案のための見本には不適当である。
指導者　大森信比古
①　指導学生→児童学科・初等教育学科（大学）・児童科・初等教育科（短期大学部）一回生。
④　指導総時間→1300分。
㊥　単元名・⇒少女の，上向き，－胸像。
④　急行目標－｝立体空間利用の，造形晶のァフォーミュラ。
㊥　鈍行目標→立体空間利用の，造形晶のフィーリソグズ。
◎→⑨の設定の理由→正方形という平面は，各辺の長さ，同長の，直線　で囲まれたアナウトライ
ソ（an olユtline）でできてるし，立方体という立体は，同大の　正方形　六つで囲まれたアコソツア
（∂COntOur）である。正三角形という平面は，各辺の長さ，同長の　直線　で囲まれたアナウ下ライソ
でできてるし。正四面体という立体は，同大の，正三形　四つ。正十二面体という立体は，同大の，
正三形　十二。正二十面体という立体は，同大の，正三角形　二十。で囲まれたそれぞれのァコソツア
をもってる。
′モノグソ　や，サンヨー扇風機や，モロゾフジン入りのガラスのビーナス像を，収納する箱や煙草の箱
は，みんないろいろな平面形の集まりからなる展開図によって，それぞれつくられてる。
切妻や　専横の　住宅設計・少女の上向き－胸像ともに，いろいろな　平面形の集まりからなる展開
既によってつくることができる。
球体の　展開図を基にすれば，いろいろな，果物が　つくれる。大概のものがつくれる。
あらゆる平面形は　アナウもライソで。立体形はそれぞれの　アコソツアにするための　平面形群の
展開図に基ずいて　できるのであるが。前者は平面であるかぎり，立体空間をだきこまないし，後者は，
アコソツアで囲まれるかぎりにおいて，立体空間を　だきこむ。
立体とは，何ぞ！
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立体とは，立体空間の中にあって，アコソツアによって，完全に　立体空間の一部を　占有したかた
ちである0占有したかたち，すなわち，立体である。アコソツアは，幾つかの平面形で分割されてる。
立体に於ける　面　とは何ぞ！
面とは，アコソツアを，幾つかに分割された平面形の一つ一つであって，その一つ一つは，外的空間
と内的空間を　廓離する役目を果す，たいら（平ら）な　ものである。もの，すなわち，面である。
いいかえると，立体というものは，必らず，立体空間の一部を　自ら　占めて，幾つかの同じかたち
の，または，ちがうかたちの面の集合によって　できてるものである。
立体とは，何ぞ！
末だ，分りにくい場合は，立方体の展開図を描いて（こゝまでは平面），糊しろを設け　つくって
ごらん。
立体空間を　だきこむことが分る。
そして，立方形は，六つの面　によって　できてることが。
同様に，正四面体も，正十二面体も，正二十面体も‥・…‥・。
それぞれ必要な平面形で囲まれた平らな面の集合によって　できてることが　琴解されよう。
石膏像は，数限りない無数に近い　形のちがう小さな面によってできてる。その小さな全体として，
面は，決して，平らにはみえないほど小さい。
石膏像デッサン　を学ぶ鈍行目標はともかく，急行目標は，その像のアコソツアが　正しく描けるよ
うになるためである。
＜小さな面を，みすぎないように＞＜小さなかたち（面鏡小なる面を指す）に囚われないように＞＜
大きな形（面鏡大なる面を指す）を描きなさい＞など　と，注意されねばならないし，画者自らも，か
く命ずること　枚挙にいとまない。
何故，小さな面　をみてはいけないのか？
＜立体＞が表わせないからである。面を描くことによって，アコソツアを　みせよう　というのが，
石膏像デッサンの急行目標にちがいない，が，数限りない小面に囚われると，最後まで，＜めくらが象
の胸だけ，さわって云々＞にも似て，かんじんの立体を　知ることは　永久にできないのである。だか
ら，研鏡をつんだ学徒は，頭の中に，
＜立方体のかたち＞を　秘めて，
そして，大きな面を描こうとするのである。
これは，どういうことか？
立方体のかたち　と，例えばヴィーナス像のかたちは，同じでない。しかし，同七ことが只一つ，一
つだけある。
それは＜立体＞ということである。
そう，そのとおり，そのとおりであるが，〔立方体を構成してる　六つの平面形のかたちは，＜同じ
正方形群＞であるのに対して，ヴィーナス像は＜いくつもの　名づけることのできない，ちがう　平面
形群＞（習練がつまないと，みえにくい）によって構成される＞という点だけはちがう。
預の中に　＜立方体＞を秘めて，ヴィーナス像を措くという，学徒の言は，名言だ。
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私も，＜少女の　上向き　一胸像＞の，その立体形を　作るのに，立方体を頭の中に　真似をして，
秘めたのだった。
立体形をかたちづくる　最小限のかたち（部分としての立体のかたち）というものは，その数を増や
さない方がいい。第一，多いと　難かしくなって，教育美術の目ざし＿（これは大衆性）からは　遠くな
ってしまう。
高天原美術（たかまがはらびじゅつ）は，教育芙術ではない。
低天原美術（ひくまがはらびじゅつ）こそ，教育美術である。
教育美術的畳的造形物のすべては，次の　八基本的幾何学的形体群十α（alpIl）によってつくること
ができる。
八基本的幾何学的形体群（TheEightBasie Geometrical Cubies）pB・G・Cと略す。
正四角柱・斜正四角柱・正不等辺四角柱・斜不等辺四角柱・正四角錐・斜正四角錐・正不等辺四角錐
一斜不等辺四角錐の八つである。
要約すれば，
四角柱　と　四角錐，ただし，＜＋α＞を加える。
造形上の公式　を　書く前に，符号の説明をする。
Ⅴ……或いは
P…‥・とすれば
regulaf（rと略す）
irregular（iと略す）
Obliquereglllar（Orと略す）
Obliqlleifregulaf（oiと略す）
代gulaf（r）
irregular（i）
Oblique regular（or）
Obliqneirregula∫（Oi）
Square Prism
（Sと略す）
Square Pyramid
くPと略す）
B．G．C．一つの場合
（TSViSVorSVoiSVtPV抒VorPVoiP）＋αロα′痛払re　乃わ　加′花ear古
丑．G．C．二つの場合
（rSV迅VorSVoiS＋rPViPVorPVoiP）＋αDα′徳払re　雨0沌e′花earf
B．G．C．三つ以上の場合
〔（rSViSVorSVoiS＋rPVげVorPVoiP）＋rSViSVorSVoiSVrPV甜VorPVoif＋……・・・〕＋αP
町井脚re　花ね　加′花eαrf
（IS＋rP＋oiP）＋αDα′痛打eげ沌e′em花鳥es　ゆぴard　ひざ右　打ね沌e′nearf
⑦　アドバァーソスアブヂディレクVァソ（Advaneeofthedirection－this containthemanner
Oftheperformance）と時間の分節
分　　節　　単　　元　　名　l分節の時間（可備　考
アフォーミュラリスイオリー（aFormulary tt1eOry）　　1　200
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⑧　主な用具→第二稽梯には，ケソt紙・三角定規・分度器。欝三稽梯には，楊枝・プライヤズ・セメ
ダイソ欝四稽梯には，石けん・切出小刀・切出刀。仝稽梯に，ディザイソボールド（ディザイソボール
ドと名付ける。かどを少し鋸できりとる。板のまわりにビニールテープをまきつける，耐水ベニヤこれ
を使用することによって，粘土の実習のための板・絵画写生のための板・紙上図案や・制図のための板
などを一枚で兼ねることが出来る）
㊥　評価→昭和34・5・6年のを，そのまま記す。
粘土の場合（本単元，以前のイグザミニソグファクチュアーブヲクテイス）
楷樽 僖???かたちがとれない ??ﾘ+?ｨ,h.ｨ.仍?ﾘ+?ｨ.h*ﾘ,h.ｨ.?儖X???ﾖﾂ?
第 ?B?R?b? 5 3 鼎???R????r?X??S"??蒙友?庸R??GW&R?&?F?R?
平　均 ??47　1　48 
第 ?B?R?b?7 15 15 ?????6??Vﾆ匁r??GW&R?&?F?X???
平　均 ???1　1　3 
第 ?B? 塔?3 ?7VvvW7F庸R?H???35 湯 8 ??
四 ?b? 涛???????????????W&R?f?F?X??
平　均 唐?9　l　3 
説明を補なう必要はほとんどないと思うが，次の事項だけは附記しとく必要があろう。
学生の数は，延べ約1200名く児童学科100名・初等教育学科100名・児童科100名・初等教育科100名×
3ケ年分）
授巣の方法は，ディレクター4人・アシスタyt1人のァサーキュレイティソグレッスン（a CirCnl－
atinglesson）であるから，一クラスは25名ぐらいである。四週間に一回の300分授業を一人のディレク
ター，一人のアシスタソ下が担当することになる。セルブスファクチュアのターミネーレァソ（temi－
nation）と，本単元によるファクチュアのそれとを比較するときに，放任的授業と注入的授業の特色が
みられる。
第二楷梯は，アニミテェイチイプファクチュアであるから，クーミネーソヨソが，当然の結果として
長く，＜かたちのとれない＞5人は，剰図の出来ないこどもたちのことを意味する。
欝三楷梯は，アカクソスッソグファクチュアとはいうものの，実は　指導者被指導者のコオバレエイ
チイプレッスソ（a C0－0perativeleeson）だから，タrミネpV7ソとしては　参考にならない。た
ゞし，第四稽梯の手続き上，欝三稽梯として実施される必要は，当然あった。
（4）アペンディックス
フォーミュクー　と，フィーダソグズ　を　分けることが一体できるものかどうか。実は，できない
のであった。
無数に近い人間のカによって　結晶されたものは，美術的造形物　それは，人工物。美術は，人工物
の一つである。日にすげた　ぶどうの房は，如何に莫しくとも，植物であるかぎりにおいて，自然物で
あり，美術的造形物ではない。
少女の　上半身が，如何に　日にすけたぶどうの房のように　美しく思われても，それはひっき島う，
女性であって，物，すなわち，人工物に対しては，白魚物の存在に過ぎない。
石けんという材料に基ずいて，莫術的造形の一つは，日にすけたぶどうの房のような，アフィークソ
グを成立させる。そのァフイリソグに到達する以前の手続きとして，一つの公式は便利である。
＜＋α＞は，美術的造形の特色を物語るのであって，その解明は，多大な頁数を要するから　別の放
会に回すこととする。
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